
牡同

同
志
社
英
学
校
第
一
回
卒
業
生
、
第
八
代
同
志
社

総
長
海
老
名
弾
正
先
生
は
人
の
知
る
如
く
明
治
九
年

九
月
同
志
社
に
転
入
学
の
熊
本
バ
ン
ド
の
一
人
で
あ

る
が
、
そ
の
郷
里
は
柳
川
で
あ
ろ
。

柳
河
は
立
花
氏
の
城
下
町
で
あ
る
。
立
花
諸
公
中

'
卑
レ
ゲ

最
高
の
人
物
は
宗
茂
で
あ
ろ
う
。
彼
は
高
橋
紹
運
の

子
で
立
花
道
雪
の
養
子
と
な
り
武
勇
に
す
ぐ
れ
た
名

将
と
な
っ
た
。
秀
吉
の
器
征
伐
の
折
文
禄
の
役
に

碧
蹄
館
の
戦
で
明
の
大
軍
を
破
っ
て
そ
の
雄
名
は
大

陸
に
ま
で
轟
い
た
。
秀
吉
も
彼
を
高
く
評
価
し
て
「
東

国
に
本
多
忠
勝
あ
り
、
鎮
西
に
立
花
宗
茂
あ
り
、
と

も
に
天
下
一
双
の
勇
士
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
し

か
し
関
ケ
原
の
戦
で
は
豊
家
地
忠
節
を
尽
し
西
軍
に

つ
い
突
め
家
康
に
に
ら
ま
れ
北
が
、
蔚
山
で
宗
茂

に
救
出
き
れ
た
加
藤
清
正
の
と
り
な
し
で
所
領
没
収

の
み
で
赦
き
れ
、
後
代
奥
州
白
河
棚
倉
に
一
万
石
の

封
を
受
け
た
。
大
阪
の
両
役
の
武
勲
で
柳
河
復
帰
が

叶
っ
え
。
(
十
二
万
石
)
。
爾
後
明
治
維
新
ま
で
そ
の

子
孫
が
領
主
と
し
て
こ
こ
を
治
め
た
。
城
は
明
治
五

年
焼
失
し
た
。
城
跡
に
は
今
学
校
が
あ
る
。

耕
後
、
立
花
氏
は
こ
の
地
の
産
業
特
に
農
事
の

改
良
に
力
を
入
れ
自
邸
の
庭
を
農
場
と
し
て
品
種
の

柳

史

改
良
等
に
尽
し
た
。

花
屋
敷
と
い
わ
れ
、

花
と
称
し
北
。

水
郷
の
風
物

今
の
柳
川
市
は
昭
和
二
十
六
年
郡
瀞
呼
が
附
近
五

か
村
を
合
併
し
て
柳
小
呼
と
な
り
。
翌
年
市
制
を
し

い
て
柳
川
市
と
な
っ
た
。
人
口
約
四
万
九
千
の
小
都

市
で
あ
る
。
国
鉄
鹿
児
島
本
線
敷
設
托
当
り
柳
河
の

指
導
者
達
は
反
対
し
た
た
め
発
展
は
全
く
遅
れ
廃
市

と
ま
で
い
わ
れ
た
が
、
後
に
国
鉄
佐
賀
線
、
西
鉄
大

牟
田
線
が
各
柳
川
駅
を
設
け
て
く
れ
北
の
で
ゃ
っ
と

衰
運
を
く
い
止
め
た
。
最
近
有
明
海
底
炭
坑
の
企
が

弐
キ
ノ
ハ
,

あ
り
、
そ
の
入
口
を
柳
川
市
沖
端
に
設
け
る
こ
と
に

な
っ
て
明
る
い
希
望
が
生
じ
た
が
、
炭
界
不
振
の
昨

今
こ
の
案
も
ど
ぅ
な
ろ
か
わ
か
ら
な
い
。
今
日
此
地

の
。
フ
ラ
ス
は
水
郷
観
光
と
水
産
業
、
農
業
位
で
あ
ろ

う
柳
河
が
一
種
独
特
の
護
を
も
つ
水
郷
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
私
の
生
家
も
柳
川
東
郊

ミ
ツ
ハ
ツ
,
カ
ハ
,
ケ

三
橋
町
高
畑
に
あ
っ
て
私
も
七
年
問
こ
こ
で
育
っ
た

の
で
そ
の
有
様
は
少
々
器
に
存
し
て
い
る
。
生
家

の
庭
前
を
矢
部
川
の
分
流
が
豊
か
な
水
を
突
え
て

邸
内
か
ら
斜
に
出
た
老
柳
の
垂
れ
た
枝
を
洗
わ
ん
ぱ

花
升
も
多
く
栽
培
し
た
の
で
お

袈
料
亭
に
転
じ
た
折
に
は
お

川
小
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か
り
に
市
の
方
へ
流
れ
て
行
く
。
裏
の
堀
で
は
す
っ

ぽ
ん
や
鰻
が
よ
く
と
れ
た
。
邸
前
の
川
は
城
堀
に
、
そ

し
て
ク
リ
ー
ク
か
ら
ク
リ
ー
ク
へ
と
続
い
て
い
て
大

が
い
の
処
は
舟
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
私
も
子
供

の
頃
父
が
勤
め
ろ
伝
習
館
に
弁
当
を
届
け
に
母
が
棹

き
す
舟
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
学
校
へ
横
づ
け
し
た
こ

と
や
、
上
流
本
郷
あ
た
り
へ
水
上
ハ
イ
キ
ン
グ
或
は

舟
行
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
っ
た
こ
と
も
憶
え
て
い
る
。

陸
を
行
く
と
か
え
っ
て
そ
こ
の
川
こ
こ
の
堀
で
行
づ

ま
り
に
な
ろ
こ
と
も
あ
る
。
公
設
の
橋
の
他
に
私
設

橋
が
あ
っ
て
有
料
で
、
渡
り
賃
を
取
っ
た
。
チ
ン
ト

リ
橋
と
い
っ
た
。
多
く
の
家
が
何
ら
か
の
形
で
水
に

接
し
て
い
た
。
各
戸
毎
に
舟
着
場
、
水
汲
場
、
魚
釣

場
を
兼
ね
る
ク
ミ
ヂ
と
い
う
小
桟
橋
様
の
設
備
が
あ

ろ
。
飲
料
水
も
魚
も
そ
の
流
か
ら
得
ら
れ
ろ
。
洗
濯

も
こ
こ
で
す
る
。
勿
論
交
通
路
で
も
あ
る
。
柳
川
人

の
生
活
は
こ
ん
な
流
れ
を
動
脈
と
し
て
営
ま
れ
ろ
。

柳
川
は
有
明
海
に
近
く
矢
部
川
の
分
流
に
は
き
ま
れ

九
デ
ル
タ
地
帯
で
低
平
、
水
陸
す
れ
す
れ
で
洪
水
と

も
な
る
と
す
ぐ
=
圓
の
泥
水
の
海
と
化
す
る
の
で
あ

る
。
山
は
遠
か
っ
た
。
私
が
京
都
に
来
て
珍
ら
し
く

ま
た
う
れ
し
く
感
じ
た
こ
と
の
一
つ
は
山
を
ま
近
か

に
見
得
ろ
こ
と
で
あ
っ
た
。

海
老
名
先
生
の
郷
里
は
こ
ん
な
処
で
あ
っ
た
。
弾

正
氏
(
一
八
五
六
1
一
九
三
七
)
は
最
初
喜
三
郎
と

つ
て
海
老
名
休
也
の
長
男
で
藩
校
伝
習
館
で
漢
学

いを
主
と
し
て
学
ん
だ
。
明
治
五
年
熊
本
洋
学
校
に
入

リ
ジ
ェ
ン
ス
の
薫
陶
を
受
け
花
岡
山
の
誓
に
も
加
わ

つ
た
。
同
志
社
で
新
島
先
生
の
教
育
を
受
け
た
。
同

志
社
卒
業
後
安
中
教
会
を
牧
し
、
東
京
に
出
て
本

郷
教
会
を
創
始
し
、
明
治
二
十
年
熊
本
に
帰
っ
て
熊

本
英
学
校
、
熊
本
女
学
校
を
設
立
し
た
。
明
治
二
十

三
年
に
は
京
都
に
転
じ
て
組
合
派
の
伝
道
機
関
日
本

伝
道
会
社
の
社
長
と
な
っ
て
教
会
の
独
立
と
自
給
を

う
な
が
し
た
。
神
戸
教
会
牧
師
を
経
て
再
び
本
郷
教

会
を
牧
し
廿
四
年
問
つ
と
め
、
そ
の
間
、
彼
の
進
歩

的
な
思
想
を
以
て
吉
野
作
造
小
山
東
助
、
鈴
木
文
治
、

内
ケ
崎
作
三
郎
の
如
き
す
ぐ
れ
北
人
物
を
育
て
た
。

大
正
九
年
同
志
社
総
長
と
な
り
任
に
あ
る
事
約
九

年
、
大
に
同
志
社
の
発
展
に
力
を
尽
し
た
。
男
女
共

学
も
大
に
奨
励
し
た
。
熊
本
に
学
校
を
作
ろ
に
当
っ

て
も
男
女
両
方
の
学
校
を
作
っ
た
。
氏
が
熊
本
洋
学

校
に
い
た
頃
、
あ
る
日
二
人
の
女
子
が
出
席
し
た
。

こ
れ
に
憤
慨
し
た
卓
生
は
海
老
名
を
代
表
と
し
て

ジ
ェ
ン
ス
に
抗
議
し
九
。
反
認
を
き
き
終
っ
た
師

柳
川
の
同
志
社
人

は
代
表
に
問
う
北
「
君
は
母
を
尊
敬
す
る
か
」
答

「
然
り
」
「
君
の
母
は
男
か
女
か
」
「
女
で
す
」
「
で

は
女
学
生
を
も
尊
敬
し
な
き
い
」
。
こ
の
二
人
の
女

子
の
一
人
と
後
に
海
老
名
氏
は
結
婚
し
た
。
海
老
名

氏
は
彼
の
母
校
伝
習
館
を
出
て
高
等
学
校
に
学
ん
で

い
た
同
郷
の
後
輩
加
藤
延
年
(
一
八
六
六
1
一
九
四

五
)
を
す
す
め
て
伺
志
社
普
通
学
校
に
転
校
さ
せ
た
0

海
老
名
氏
の
曽
祖
父
季
知
は
加
藤
家
か
ら
入
っ
て

海
老
名
象
を
嗣
い
だ
人
で
あ
っ
た
。
蜑
は
卒
業
後

海
老
名
氏
に
招
か
れ
て
熊
本
英
学
校
、
同
女
学
校
で

教
え
た
(
六
年
間
)
学
校
閉
鎖
後
母
校
伝
習
館
で
四

年
問
教
え
て
か
ら
明
治
三
十
二
年
招
か
れ
て
同
志
社

に
戻
り
昭
和
二
十
年
残
す
る
ま
で
勤
め
た
。

な
お
柳
川
出
身
の
黒
社
人
に
は
大
正
・
昭
和
に

か
け
刷
大
教
務
の
職
に
あ
っ
九
児
玉
瑚
一
郎
氏
や
現

在
福
岡
大
学
の
教
授
で
あ
ろ
田
島
宗
人
氏
(
昭
和
四

年
神
学
科
卒
)
が
あ
る
。
ま
た
一
時
京
都
の
不
良
学

生
共
を
偕
伏
せ
し
め
た
快
坐
真
吉
郎
氏
(
明
治
所

三
年
尋
常
中
学
校
卒
)
が
あ
る
。
他
に
も
当
然
挙
ぐ

べ
き
柳
川
同
志
社
人
も
あ
ろ
う
が
筆
者
は
寡
聞
で
あ

ろ
。
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

色
に
し
て
老
木
の
柳
う
ち
し
だ
る

我
が
柳
川
の
水
の
豊
け
き
(
白
秋
)

(
前
中
学
枝
長
・
徳
富
交
庫
嘱
託
)
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